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６
月
定
例
会
開
催

物
価
高
騰
対
応
分
を
含
む
臨
時
交
付
金

補
正
予
算
を
可
決

　

令
和
４
年
６
月
定
例
会
は
、

６
月
８
日
㊌
～
27
日
㊊
ま
で
の

20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目

接
種
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
（
学
校
給
食
費
）、
市
民
生
活

及
び
経
済
活
動
へ
の
支
援
（
水

道
基
本
料
金
）
等
に
関
す
る
補

定例会概要…………………………4
議案議決結果…………………5 ～ 6
常任・特別委員会……………6 ～ 7
代表・一般質問………………7 ～ 9

正
予
算
を
中
心
に
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
12
件

◇
令
和
４
年
度
補
正
予
算

　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
２
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
２
件

◇
財
産
の
取
得
・
・
・
・
・
１
件

（
議
員
発
議
）

◇
意
見
書
・
・
・
・
・
・
・
１
件

題字　桜井高校書芸コース 3 年　西 陽彩　さん
写真　「秋が始まる」　桜井高校写真部 3 年　小野 碧月　さん

桜井市議会広報委員会（事務局　42‐9132、FAX46‐5930）

国は、地方公共団体がコロナ禍において原油価
格や電気・ガス料金を含む物価高騰の影響を受
けた生活者や事業者の負担軽減を、地域の実情
に応じきめ細やかに実施できるよう、新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を
拡充し、「コロナ禍における原油価格・物価高
騰対応分」を創設しました。

トピックス

桜井市における物価高騰対応分
臨時交付金の額【4月時点】

1 億 5,387 万 3,000 円

【うち令和４年６月定例会で可決した事業】
●「さくらい応援クーポン」配布事業
●学校給食費の保護者負担軽減事業
●水道料金の負担軽減事業

臨時交付金に物価高騰対応分を創設
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主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 6 月定例会 議案議決結果

６
月
定
例
会

議案番号
（付託委員会） 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 10号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（損害賠償の額を定め
ることについて）

損害賠償額　122,019 円
市内で発生した物損事故について、損害賠償の
額を定める。

承認

報第 11号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（損害賠償の額を定め
ることについて）

損害賠償額　168,000 円
市内で発生した物損事故について、損害賠償の
額を定める。

承認

報第 12号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（損害賠償の額を定め
ることについて）

損害賠償額　146,850 円
市内で発生した道路管理瑕疵による車両の破損
について、損害賠償の額を定める。

承認

報第 13号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（令和 4年度桜井市一
般会計補正予算（第 2号））

補正額　9,458 万 2,000 円
子育て世帯生活支援特別給付金及び支給にかか
る所要額　

承認

報第 14号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（令和 4年度桜井市住
宅新築資金等貸付金特別会計補正
予算（第１号））

令和 3年度の本特別会計の収支決算において
1,731万653円の財源不足をきたすこととなり、
同不足額を繰上充用金で補填

承認

報第 15号
専決処分の報告、承認を求めること
について（令和 4年度桜井市駐車
場事業特別会計補正予算（第１号））

令和 3年度の本特別会計の収支決算において 1
億 2,577 万 9,689 円の財源不足をきたすことと
なり、同不足額を繰上充用金で補填

承認

報第 16号 令和 3年度桜井市継続費繰越計算
書の報告について

令和 3年度会計にて繰越した新庁舎等建設事業
について、継続費繰越計算書の報告 報告

報第 17号 令和 3年度桜井市繰越明許費繰越
計算書の報告について

令和 3年度会計にて繰越した住民基本台帳シス
テム改修事業等について、繰越明許費繰越計算
書の報告

報告

報第 18号 令和 3年度桜井市水道事業会計継
続費繰越計算書の報告について

令和3年度、4年度で実施している恩ヶ芝系重要
給水施設配水管更新事業について、継続費繰越計
算書の報告

報告

報第 19号 令和 3年度桜井市水道事業会計予
算繰越計算書の報告について

令和3年度会計にて繰越した浄水施設事業及び送
排水管設備事業について、予算繰越計算書の報告 報告

報第 20号 令和 3年度桜井市下水道事業会計
予算繰越計算書の報告について

令和 3年度会計にて繰越した管路建設事業につ
いて予算繰越計算書の報告 報告

報第 21号
桜井市清掃公社及び桜井市文化財
協会の経営状況を説明する書類の
提出について

地方自治法第 243条の 3第２項の規定による令
和3年度の決算及び令和4年度予算の報告 提出

議案第 25号
（総務委員会）

令和 4年度桜井市一般会計補正予
算（第 3号）

補正額　２億9,851万 8,000円
新型コロナワクチンの４回目接種にかかる追加所
要額　等

可決

議案第 26号 令和 4年度桜井市水道事業会計補
正予算（第 1号）

コロナ禍における物価高騰等の影響を受けている
市民生活及び事業者支援の施策として水道基本料
金の1ヶ月分免除にかかる補正

可決

議案第 27号
桜井市議会議員及び桜井市長の選
挙における選挙運動用自動車の使
用の公営に関する条例等の一部改
正について

公職選挙法施行令の一部改正に伴う、桜井市議会
議員及び桜井市長の選挙における選挙運動用自動
車の使用、選挙運動用ポスターの作成、選挙運動
用ビラの作成の公営に関する条例の一部改正

可決



6広報わかざくら　令和４年９月号

　 6 月 定 例 会  特 別 委 員 会 、 代 表 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 定 例 会  議 案 議 決 結 果 、 総 務 委 員 会

総
務
委
員
会　
（
付
託
案
件
１
件
）

議案番号
（付託委員会） 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 28号 桜井市下水道条例の一部改正につ
いて

下水道法の一部改正に伴い、同法から引用する号
番号について所要の改正を行う。 可決

議案第 29号 財産の取得について 桜井市立学校給食センターでの給食提供のための
食器類等の買替（更新）を行う。 可決

発議案第３号 地方公共団体情報システムの標準化
に向けての意見書の提出について 提出先：総務大臣、デジタル大臣 可決

令
和
４
年
度
桜
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）（
抜
粋
）

　「
総
括
に
つ
い
て
」

問�　
今
回
の
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
対
応
分
と
し
て
約
１
億
５
、０
０
０

円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。「
さ
く
ら
い
応
援

ク
ー
ポ
ン
」
事
業
等
を
合
わ
せ
て
そ
の
額

に
満
た
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答�　
当
初
予
算
分
の
追
加
拡
充
で
あ
り
、
今

後
の
配
分
も
併
せ
て
活
用
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
補
正
予
算

と
し
て
い
る
。

問�　
臨
時
交
付
金
の
未
活
用
の
残
額
は
、
約

３
、０
０
０
万
円
で
あ
る
が
、
今
後
、
追

加
の
交
付
が
あ
れ
ば
、
給
食
費
に
つ
い
て

さ
ら
に
免
除
し
、
水
道
基
本
料
金
に
つ
い

て
も
、
未
普
及
地
域
の
方
に
何
ら
か
の
対

応
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答�　
未
活
用
の
残
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

と
地
域
の
経
済
状
況
を
見
定
め
な
が
ら
、

市
民
生
活
あ
る
い
は
事
業
者
支
援
、
そ
の

他
の
活
用
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
」

問�　
新
し
く
承
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

答�　
新
ワ
ク
チ
ン
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
１

回
目
か
ら
３
回
目
の
接
種
が
対
象
で
４
回

目
接
種
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と
モ
デ
ル
ナ
社
製
で
進

め
て
い
る
。

「
学
校
給
食
費
の
減
免
に
つ
い
て
」

問�　
物
価
高
騰
等
に
よ
る
給
食
費
の
値
上
げ

は
せ
ず
に
、
質
を
落
と
さ
ず
工
夫
に
努
め

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
の
臨

時
交
付
金
を
使
っ
て
、
今
ま
で
と
同
じ
質

の
給
食
を
維
持
す
る
よ
う
な
検
討
は
さ
れ

た
の
か
。

答�　
給
食
の
内
容
に
つ
い
て
、
工
夫
を
重
ね

検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で
と
同
じ
質
の
給

食
の
維
持
が
で
き
る
と
判
断
し
た
た
め
、

今
回
は
給
食
費
の
免
除
に
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
た
。

問�　
今
後
、
追
加
の
臨
時
交
付
金
が
あ
っ
た

場
合
は
、
さ
ら
に
給
食
費
の
免
除
を
行
っ

て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答�　
そ
の
よ
う
な
場
合
、
免
除
の
回
数
も
増

や
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

「
さ
く
ら
い
応
援
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て
」

問�　
ク
ー
ポ
ン
は
広
報
紙
に
折
り
込
ん
で
配

付
さ
れ
る
が
、
広
報
紙
が
全
世
帯
に
届
い

て
い
な
い
の
が
事
実
で
あ
り
、
前
回
の
配

付
時
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た

の
か
。

答�　
郵
送
に
よ
る
配
付
は
、
多
額
の
経
費
が

か
か
り
、
で
き
る
だ
け
市
民
や
事
業
者
に

還
元
で
き
る
よ
う
、
迅
速
な
配
付
方
法
も

含
め
て
検
討
し
た
結
果
、
広
報
紙
の
折
込

と
し
た
。
ク
ー
ポ
ン
が
届
か
な
い
世
帯
に

つ
い
て
は
、
申
出
に
よ
り
配
付
す
る
。
配

付
方
法
に
つ
い
て
、今
後
、検
討
し
て
い
く
。

◆
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
◆

　

�　
『「
さ
く
ら
い
応
援
ク
ー
ポ
ン
」
の

配
付
方
法
の
公
平
性
に
つ
い
て
自
由

討
議
を
行
い
た
い
』
旨
の
発
議
が
あ

り
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

意
見　

　
●�

ク
ー
ポ
ン
は
全
世
帯
に
配
付
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
広
報
紙
に
折
り

込
む
配
付
方
法
で
は
、
公
平
な
配

付
方
法
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
●�

公
平
性
を
重
視
し
、
郵
送
等
に
よ

る
配
付
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
●�

今
後
、
確
実
に
各
世
帯
に
届
く
方

法
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
動
向

に
つ
い
て
さ
ら
に
注
視
し
て
い
く
。
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第
１
回
委
員
会

　
６
月
８
日
㊌
に
委
員
会
を
開
催
し
、
当
事

業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
理

事
者
側
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。現
在（
６

月
定
例
会
）
ま
で
に
可
決
さ
れ
た
当
事
業
に

か
か
る
主
な
予
算
を
報
告
し
ま
す
。

◆
可
決
さ
れ
た
予
算
◆

令
和
３
年
度

「
循
環
型
社
会
地
域
計
画
等
策
定
委
託
料
」

　
当
初
予
算　
　
　
　
　

１
、５
４
０
万
円

　
補
正
予
算　
　
　
　
　
　

�

４
４
０
万
円

令
和
４
年
度

「
設
計
監
理
委
託
料
」

　
当
初
予
算　
　
　
　

�

２
、２
０
０
万
円

　
令
和
５
、６
年
度
の
債
務
負
担
行
為
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
、８
０
０
万
円

「
ご
み
焼
却
炉
等
長
期
運
営
管
理
委
託
料
」

　
当
初
予
算　４

億
５
、８
３
０
万
４
、０
０
０
円

「
ご
み
焼
却
炉
等
運
営
管
理
委
託
料
」　

　
当
初
予
算　２

億
２
、３
９
２
万
４
、０
０
０
円

　
令
和
５
、６
年
度
の
債
務
負
担
行
為
分

　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
８
、７
９
４
万
円

「
ご
み
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
」　

　
令
和
５
、６
年
度
の
債
務
負
担
行
為
分

　
　
　
　
　
　
　
51
億
８
、２
１
０
万
円

「
循
環
型
社
会
地
域
計
画
等
策
定
委
託
料
」

　
当
初
予
算　
　
　
　
　
　

�

９
５
７
万
円

第
２
回
委
員
会

　
６
月
27
日
㊊
に
委
員
会
を
開
催
し
委
員
か

ら
事
前
に
提
出
さ
れ
た
本
事
業
全
般
に
対
し

て
の
質
疑
に
つ
い
て
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
事
業
は
15
年

間
の
継
続
事
業
で
あ
る
が
、
業
務
委
託
契

約
に
つ
い
て
は
何
年
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答�　
こ
の
事
業
は
令
和
18
年
度
ま
で
の
ご
み

処
理
運
営
を
計
画
し
て
い
る
が
、
本
工
事

は
国
費
を
投
入
し
た
工
事
に
な
る
た
め
、

途
中
で
運
営
を
止
め
る
と
な
る
と
補
助
金

等
に
関
わ
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
適
化
法
に
抵
触
す

る
こ
と
か
ら
、
令
和
18
年
度
ま
で
の
間
と

考
え
て
い
る
。

問�　
「
桜
井
市
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
構

想
」
策
定
時
に
お
い
て
、
現
在
の
焼
却
炉

２
炉
の
う
ち
１
炉
を
ガ
ス
化
溶
融
炉
と
し

て
改
修
し
て
運
営
委
託
す
る
場
合
の
検
討

は
し
た
の
か
。

答�　
現
有
施
設
の
ガ
ス
化
溶
融
炉
で
の
詰
ま

り
が
多
く
、
取
扱
い
が
難
し
い
た
め
、
ガ

ス
化
溶
融
炉
１
炉
の
改
修
で
の
稼
働
で
は

安
定
処
理
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
検

討
は
行
っ
て
い
な
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。
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詳
細
は
、
桜
井
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

桜井市の観光戦略
について

問 第２期観光基本計画が策定され、山の辺の
道を核とした着地型観光の推進が挙げられ

ている。今年３月に天理市内にオープンした県の
なら歴史芸術文化村となら食と農の魅力創造国際
大学校（NAFIC）を結ぶ山の辺の道の沿道には纒
向遺跡をはじめ大神神社等があり魅力満載の地域
であるが、このルートの構想をどのように発展す
る考えか。

答 なら歴史芸術文化村の東側を山の辺の道が
通り、石上神宮（天理市）、大神神社等の神

社仏閣をはじめとする一級の観光名所がある。桜井
市から明日香村へは、古代の幹線道路である山田道
が通り、山田寺跡を構成資産とする飛鳥・藤原の世
界遺産登録に向けて取り組んでいる。山の辺の道を
歩いて、なら歴史芸術文化村、桜井市、NAFIC、飛鳥・
藤原につながるルートを設定し、纒向遺跡を含む周
遊型観光への展開も視野に検討していきたい。
【その他の質問項目】●まちづくりの進捗と課題について

問 学校給食費に関しては、本年 3月定例会で
材料費の高騰などにより値上げを検討して

いると答弁があったが、その後どうなっているの
か。今後、さらに物価高が予想される中で、子育
て世帯の負担を増やさないためにも値上げは避け
るべきと考えるがどうか。また、桜井市で生まれ
る子どもが、平成 30年は 388人であったが、令
和 2年は 324 人と加速度的に減っている中、少
子化対策として第 3子以降の子どもの給食費無償
化等の具体的な施策を行う考えはないか。

答 物価の高騰による学校給食費の議論があっ
たことは確かであるが、メニューの見直し

や調理の工夫などで、基準栄養価を確保すること
ができるめどが立ったため、今年度の値上げは行
わないこととなった。また、第 3子以降への具体
的な施策については、財政負担も勘案しながら調
査研究を行っていきたい。
【その他の質問項目】●街灯について

�
代表質問「桜井黎明の会」代表質問「新政自民クラブ」

　
　
特
別
委
員
会

�（
ご
み
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備

改
良
事
業
等
調
査
特
別
委
員
会
）

本会議の録画映像を配信しています。詳細は、桜井市議会インターネット録画配信へ。
上記の各議員の二次元コードからもアクセスできます。

学校給食について

　 6 月 定 例 会  特 別 委 員 会 、 代 表 質 問

工藤　将之 議員　　阪口　豊 議員
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少子化対策・
子育て支援について

問 ①少子化対策の施策としての結婚支援を官
民一体となって推進すべきと考えるがどう

か。②結婚に伴って新生活を始める夫婦の経済的
な負担を軽減するために、結婚新生活支援補助金
等を交付する考えはないか。③出産に対するお祝
いの意味も込めて、出産一時金で足りない部分を
少しでも補塡できるような市独自の取組みとして
出産祝い金を創設する考えはないか。

答 ①市内に、結婚や少子化などをテーマに事
業を実施される公益活動団体があり、今年

度、市民協働推進補助金を申請されていることか
ら、補助金の交付を通じて、そのような団体の事
業を積極的に支援していきたい。②新婚世帯の支
援については、広く活用いただける制度の調査研
究を行い、検討していきたい。③県内市町村の実
施状況も確認しながら、検討していきたい。
【その他の質問項目】●学校施設のZEB 化について●特別な
支援が必要な児童・生徒への取り組みについて

�
代表質問「公明党」

問 子どもの読書活動の推進は、市町村の役割
が重要である。本市の状況と取組みはどう

なっているのか。全国に比べて本市では本を読ま
ない子どもが多いが、どれぐらいの割合を目安に
取り組むのか。人を育てるための教育予算ももっ
とかけていくべきだと考えるが、どのように考え
ているのか。

答 本市の令和３年度全国学力・学習状況調査
では、学校の授業時間以外で読書をしない

という児童生徒が、6年生では 31.4％中学 3年
生では 57.9％あり、読書離れを強く感じる。国や
県の計画を参酌しながら、読書に親しむ機会の提
供、読書活動推進のための環境整備と充実、啓発
と推進体制の整備の取組みを進めている。まずは、
全国の平均（小学校 24.1％、中学校 37.4％）を、
1つの目安と考えたい。教育予算については、今
後も教育現場の意見を聞きながら、子どもたちの
ために必要な施策に全力で取り組んでいきたい。

一般質問

問 大神神社参道整備事業を含む三輪まちづく
りについて、今後どのように取り組み、Ｊ

Ｒ三輪駅周辺の「まちなか」を活性化しようと考
えているのか。また、景観計画を活用した景観ま
ちづくりについてどのような課題があるのか。

答 県による参道整備事業後、増加が見込まれ
る来訪者を「まちなか」へ呼び込み、回遊

してもらうことにより地域全体を活性化させたい
と考えている。にぎわい創出するためのイベント
の実施、三輪地域の飲食店を紹介した食べ歩きマッ
プのリニューアル、核となる施設の設置に向け取
り組んでいきたい。景観まちづくりについては、
景観ガイドラインや補助金を活用した修景事業の
制度を市民にいかに伝えるか、また、景観計画で
定める届出面積に満たない小規模な建築物につい
ても積極的に景観づくりに取り組んでもらうこと
が課題であると考えている。
【その他の質問項目】●桜井市歌、万葉のふるさと他について

�
一般質問

問 首都圏から地方への移住を検討する人が増
加している。政府は仕事や観光などで地域

を訪れる交流人口と、地域に居住、移住する定住
人口の間に存在する地域と多様な関わりを持つ関
係人口の創出に力点を置き、地域経済の活性化を
目指している。市で行っている関係人口創出拡大
の取組みについて尋ねる。

答 市においても、今後、より一層の人口減少
が進むことが想定される中、交流人口、関

係人口の拡大により地域の活力を高めることが重
要であると考えている。桜井市の自然環境や歴史
文化を最大限に活用し、ストレスなく観光できる
環境を整備するとともに、農林業等と連携した体
験型観光メニューや、プロモーション戦略の強化
によるブランド力を高めた観光資源の情報を発信
することで、大都市圏から桜井市を訪れる人や地
域とつながりを持つ人が増え、地域が潤うことを
目指している。

一般質問

関係人口創出拡大
について

子どもの読書活動
について

大神神社参道整備と周
辺まちづくりについて

　 6 月 定 例 会  一 般 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 定 例 会  代 表 ・ 一 般 質 問 　

　東　俊克 議員

　岡田　光司 議員

　井戸　良美 議員

大西　亘 議員
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問 取っ手つきごみ袋の導入について、令和 3
年 3月定例会の質問で「経費の負担があま

り増加することのないように、調達方式や導入時期
を検討する」との回答であったが、どのような検討
をされたのか。また、入札仕様で袋の強度は、平袋
と同一基準であるが、取っ手部分の強度は問題ない
のか。同一基準にされた根拠について伺う。

答 今年度より試行的に、可燃ごみ 45ℓの袋
を取っ手つき袋と平袋を同じ価格で併売す

る。調達価格が増加することがないよう、入札は、
多くの業者の参加が見込める製造業務と保管配送
業務に分けて行う。また、発注が集中する年度当
初ではなく、発注の少ない時期の入札により調達
価格の抑制を図りたい。強度については、従前の
強度で作成したモニター調査で、「強度不足」との
意見がなかったため、平袋と同一基準とし、今後、
使用状況に応じて対応していきたい。
【その他の質問項目】●「防災・安全対策」について

�
一般質問

問 コミュニティバスや予約型乗合タクシー
（デマンドタクシー）は、高齢者の移動の

確保等の生活交通だけでなく、医療や福祉、産業、
観光、環境等の施策が活性化するという、地域の
動脈でもあり、総合的な効果が生まれる。そのた
めにも、地域住民のニーズを細かく把握して、持
続可能な公共交通のあり方を示していくことが重
要であると考えるがどうか。

答 近年、コミュニティバスや路線バスの利用
状況は減少傾向にあり、地方の公共交通の

維持は、総合的な課題であると認識している。よ
り一層の利用の働きかけを行い、今年度策定予定
の地域公共交通計画には、市民アンケート調査の
結果を分析・反映させ、コミュニティバスやデマ
ンドタクシーの再編等、鉄道や路線バスとの連携
を含めた、市において望ましい持続可能な地域公
共交通サービスの構築を図っていきたい。　　
【その他の質問項目】●県域水道一体化について

問 団塊の世代が後期高齢者となり、超高齢化
社会を迎える 2025年問題において、医療・

介護分野の整備が急務であるが、市はどのように
対応するのか。また、高齢者の社会的孤立を防ぐ
ため、医療の枠に捉われず地域コミュニティを活
用する「社会的処方」は、市民との協働による共
助の充実が重要であるが、市の見解を聞きたい。

答 医療や介護が必要になっても住み慣れた自
宅や地域で暮らし続けられるよう、地域包

括ケアシステムの推進、深化に取り組んでいる。
在宅生活を支援するため、専門職による医療や介
護サービスのほか、地域での声掛けや居場所の充
実など「社会的処方」には、地域住民による共助
は不可欠であると考える。今後も自治会や各種団
体等で説明会や研修、出前講座等を実施するなど、
市民との協働に積極的に取り組んでいきたい。
【その他の質問項目】●切れ目のない子育て支援～主に発達障
害の支援について～

一般質問 一般質問

2025 年問題と
社会的処方について

「桜井市指定ごみ袋等」
について

本会議の録画映像を配信しています。詳細は、桜井市議会インターネット録画配信へ。

�

常任委員会・特別委員会の
録画配信が始まりました

6 月定例会から、常任委員会や特別委員会の様子
を桜井市議会ホームページ「イン
ターネット議会中継（録画）」で配
信しています。ぜひご覧ください。

配信している委員会
● 6月 8日　　ごみ焼却施設基幹的設備改良
　　　　　　　�事業等調査特別委員会
● 6月 21日　�総務委員会
● 6月 27日　�ごみ焼却施設基幹的設備改良
　　　　　　　�事業等調査特別委員会
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地域公共交通について

　 6 月 定 例 会  一 般 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 定 例 会  代 表 ・ 一 般 質 問 　

 吉田　忠雄 議員

  大園　光昭 議員

 金山　成樹 議員


